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富士重工業 日本政策投資銀行の環境格付において最高ランクを初取得 
 

 

富士重工業は、株式会社日本政策投資銀行（代表取締役社長：柳 正憲、以下DBJ）が実施する「DBJ 環境格付」

において、「環境への配慮に対する取り組みが特に先進的」という最高ランクの格付を、当社として初めて取得しま

した。 

 

「DBJ 環境格付」は、DBJが開発したスクリーニングシステム（格付システム）により、企業の環境経営度を評点化

し、優れた企業を選定し、得点に応じて3段階の金利を適用する「環境格付」の手法を用いた世界で初めての融資

メニューであり、2004年より運用されています。 

 

今回の格付評価においては、当社がスバルブランドの自動車製造を中核事業としており、完成車メーカーとして

求められる各国の厳格な環境規制に対応すべく、サプライヤーも含めた徹底したリスク管理に基づく高度な環境

経営を推進している点が評価されました。 

 

【評価ポイント】 

１．国内外の関係会社を含めた EMS の推進に努めつつ、全国に点在する販売特約店に対しても環境マネジメン 

ト認証の取得を慫慂し、バリューチェーン全体を通して環境配慮に取り組んでいる点 

２．自動車製造部門における ISO 認証取得企業からの調達率 100%を維持する等、サプライヤー管理において、 

環境面の強化に努めていることに加え、足下では人権・労働に関する取引先調査を開始するなど、その射程を

社会側面にも拡げている点 

３．低燃費化・低排ガス化に向けた継続的な努力と並んで、LCA 評価を用いて、より総合的な環境性能の向上を 

追求している点、および、運転支援システム「アイサイト」に代表される安全技術の開発に積極的に取り組んで 

いる点 

 

当社は、地球環境問題を経営課題の一つであると認識し、持続的な社会の実現に向け、社会的責務を全うする

企業でありたいと考えています。 今後も、「存在感と魅力ある企業」を目指すという経営理念のもと、「安心と愉し

さ」という価値を提供しながら、より良い社会・環境づくりに貢献し、持続可能な社会の実現を目指してまいりま

す。 
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